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【
未
来
社
会
像
（
計
画
教
育
）】 　
第
25
回

　
次
期
学
習
指
導
要
領
を
含
ん
で
、
安
倍
政
権
は
ど
の
よ
う
な
日

本
の
未
来
社
会
像
を
描
い
て
い
る
の
か
。
そ
れ
を
考
え
る
と
き
に
、

「
満
州
国
」（
１
９
３
２
〜
１
９
４
５
年
）
の
分
析
・
研
究
が
ぜ
ひ

と
も
必
要
と
思
わ
れ
る
が
、
わ
か
り
や
す
い
専
門
書
が
少
な
い
。

　
満
州
国
の
骨
格
の
「
満
洲
産
業
開
発
五
ケ
年
計

画
」
を
強
力
に
進
め
た
岸
信
介
は
、
第
二
次
大
戦
後
、

首
相
も
つ
と
め
た
が
、
安
倍
首
相
の
祖
父
に
あ
た
る
。

現
在
も
、
満
州
国
を
モ
デ
ル
、
教
訓
に
し
た
政
策
設

計
の
発
想
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
満
州
国
は
、
岸
ら
官
僚
に
よ
る
教
育
も
含
む
人
工

国
家
建
設
の
実
験
だ
っ
た
。
国
境
を
接
す
る
ソ
連
は

ス
タ
ー
リ
ン
体
制
下
、「
５
カ
年
計
画
」
で
「
躍
進
」

し
て
い
た
。
統
制
・
計
画
経
済
は
、
こ
の
「
感
染
」

に
よ
る
も
の
だ
ろ
う
。
高
度
経
済
成
長
政
策
や
日
本

列
島
改
造
計
画
は
、
そ
の
戦
後
版
と
も
い
え
る
。

　
梅
根
悟
は
、
マ
ン
ハ
イ
ム
を
引
き
、
近
代
ま
で
生
活
・
科
学
が

「
分
科
的
」
だ
っ
た
こ
と
を
あ
げ
、
現
代
は
「
総
合
的
・
関
連
的

な
改
革
」
が
必
要
で
、
教
育
で
は
そ
の
た
め
の
「
総
合
的
問
題

解
決
学
習
」
に
社
会
的
必
然
性
が
あ
る
と
述
べ
た
（『
問
題
解
決

学
習
』
著
作
選
集
版
53
頁
）。
生
活
教
育
と
同
じ
よ
う
で
ち
が
う
、

「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
や
「
生
活
科
」、「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ

ー
ニ
ン
グ
」
な
ど
の
用
語
が
出
て
く
る
必
然
性
が
こ
こ
に
あ
る
。

　
人
工
国
家
で
は
、
国
家
目
的
は
「
調
査
」（
個
人
の
思
想
調
査

も
含
む
）
に
基
づ
い
て
、
一
部
エ
リ
ー
ト
官
僚
で
つ
く
り
（「
国

策
」）、
計
画
達
成
に
「
国
民
」
が
動
員
さ
れ
る
（「
自

発
性
の
調
達
」）。
次
期
学
習
指
導
要
領
で
い
う
と
、
目

的
を
議
論
さ
せ
な
い
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
や
「
逆
向
き

の
設
計
」
な
ど
と
親
和
性
が
あ
り
、
統
制
・
計
画
経
済

に
対
応
し
た
「
計
画
教
育
」
が
本
質
だ
と
い
え
よ
う
。

　
縦
割
り
の
し
く
み
は
そ
の
ま
ま
で
横
の
情
報
交
換

（
民
主
的
討
論
）
が
な
い
と
、
全
体
を
見
渡
せ
る
一

部
の
人
間
に
権
力
が
集
中
す
る
。
そ
う
い
う
人
が

い
な
い
と
各
部
署
が
暴
走
、
崩
壊
す
る
（
文
献
②
）。

 

（
研
究
部
・
加
藤
聡
一
）
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